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し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度

用
教
科
書
か
ら
、
新
し
い
「
光
村
教
科
書
体
」
を
用

い
て
教
科
書
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
教
科
書
体
に
変
更
し
た
こ
と
で
、
一
部
の

文
字
で
、「
学
年
別
漢
字
配
当
表
」
に
示
さ
れ
た
字

形
と
異
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、「
字

形
の
違
い
」
で
あ
っ
て
、「
字
体
の
違
い
」
で
は
な
く
、

そ
の
差
異
に
よ
っ
て
誤
り
と
な
る
性
質
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

国

語
編
」
で
も
、「
学
年
別
漢
字
配
当
表
」
に
示
さ
れ

た
漢
字
に
つ
い
て
、「
字
体
に
対
す
る
一
つ
の
手
掛

か
り
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
を
誤
り
と
す

る
も
の
で
は
な
い
。
児
童
の
書
く
文
字
を
評
価
す
る

場
合
に
は
、『
常
用
漢
字
表
』（
昭
和
五
十
六
年
内
閣

告
示
）
の
『
前
書
き
』
に
あ
る
活
字
の
デ
ザ
イ
ン
上

の
差
異
、
活
字
と
筆
写
の
楷
書
と
の
関
係
な
ど
も
考

慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
平
成
二
十
二
年
告
示
の
新「
常
用
漢
字
表
」で
は
、

よ
り
多
く
の
具
体
例
を
挙
げ
て
字
体
に
つ
い
て
の
解

説
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
も
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
漢
字
の
ご
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
以
降
に
漢
字
学
習
シ
ー
ト
を
掲
載

し
ま
し
た
。
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

三
年
生
は
、「
中
」
の
「
ジ
ュ
ウ
」
と
い
う
音
が

未
習
で
す
が
、
三
年
上
巻
第
一
単
元
「
き
つ
つ
き
の

商
売
」
に
お
い
て
頻
出
し
ま
す
の
で
、
そ
の
機
を
捉

え
て
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
教
科
書
体
に
関
す
る
ご
質
問
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
三
年
度
用
教
科
書
が
使
用
さ
れ
始
め
て

か
ら
、
編
集
部
に
は
、
漢
字
の
字
形
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
い
く
つ
か
届
い
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、

「
園
」
の
十
二
画
目
、「
返
」
の
四
画
目
の
止
め
・
払

い
に
関
す
る
も
の
が
そ
れ
で
す
。

　

小
社
教
科
書
の
教
材
本
文
で
使
用
し
て
い
る
「
光

村
教
科
書
体
」
は
、「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の

「
別
表　

学
年
別
漢
字
配
当
表
」
に
あ
る
漢
字
書
体

を
基
本
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
「
学

年
別
漢
字
配
当
表
」
に
示
さ
れ
た
漢
字
に
は
、
同
じ

部
首
や
同
じ
構
成
要
素
で
も
違
う
形
で
示
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
（「
発
」
と
「
登
」
の
「
は
つ
が
し

ら
」
の
形
の
違
い
な
ど
）、
そ
れ
に
沿
っ
て
作
ら
れ

た
「
光
村
教
科
書
体
」
の
字
形
に
対
し
て
、
こ
れ
ま

で
も
、
先
生
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
小
社
で
は
長
年
、
読

み
や
す
く
、
手
書
き
文
字
の
手
本
に
な
り
、
児
童
の

漢
字
学
習
に
資
す
る
、
よ
り
よ
い
漢
字
活
字
と
な
る

よ
う
、
一
〇
〇
六
字
の
字
形
を
細
部
に
わ
た
り
検
討

の
、「
提
出
箇
所
」
以
降
で
は
、
教
科
書
本
文
の
表

記
を
改
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
該
学
年
お
よ
び
上

学
年
で
の
ご
指
導
の
際
に
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
出
の
表
に
は
掲
げ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

小
学
校
学
習
漢
字
お
よ
び
「
付
表
の
語
」
に
関
す

る
「
常
用
漢
字
表
」
の
他
の
変
更
点
に
、「
十
」
の

「
ジ
ッ
」
と
い
う
音
の
備
考
と
し
て
、「
ジ
ュ
ッ
」
と

も
読
む
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ
と
、ま
た
、「
付
表
の
語
」

の
「
お
母
さ
ん
（
お
か
あ
さ
ん
）」「
お
父
さ
ん
（
お

と
う
さ
ん
）」
が
、「
母
さ
ん
（
か
あ
さ
ん
）」「
父
さ

ん
（
と
う
さ
ん
）」
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
。
教
科
書
で
は
、
巻
末
の
漢
字
付
録
や
、
六
年

巻
末
の
「
特
別
な
読
み
方
を
す
る
言
葉
」
一
覧
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
変
更
を
反
映
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、「
常
用
漢
字
表
」
改
定
に
伴
う
教
科
書
本

文
表
記
の
変
更
は
、
平
成
二
十
四
年
度
用
の
小
社
小

学
校
「
書
写
」
教
科
書
に
お
い
て
も
同
様
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
、「
常
用
漢
字
表
」
改
定
へ
の
対
応
と
し
て
、

平
成
二
十
四
年
度
の
四
〜
六
年
生
用
の
漢
字
学
習

シ
ー
ト
を
作
成
し
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
該
学
年
よ
り
前
学
年
に
配

当
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
追
加
音
訓
等
を
学
習
す
る
た

め
の
シ
ー
ト
で
す
。
教
科
書
で
は
既
習
音
訓
と
し
て

扱
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
学
年
の
比
較
的
早
い
時
期

に
、
必
要
部
数
を
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

■「
常
用
漢
字
表
」改
定
に
伴
う
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
、
一
九
六
字
を
追
加
し

五
字
を
削
除
し
た
、
新
「
常
用
漢
字
表
」
が
告
示

さ
れ
ま
し
た
。「
常
用
漢
字
表
」
の
改
定
は
、
昭
和

五
十
六
年
の
告
示
以
来
、
二
十
九
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
追
加
さ
れ
た
一
九
六
字
は
、
全
て
中
学
校
で
学

習
す
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
改
定
に

伴
い
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
学
校
段
階
別
の
「
音

訓
の
割
り
振
り
表
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
小
学
校
学
習
漢
字
に
つ
い
て
も
十
六
の
音
訓
が

追
加
さ
れ
、
小
学
校
で
学
習
す
る
「
付
表
の
語
」
が

一
語
付
け
加
わ
る
な
ど
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
常
用
漢
字
表
」
の
改
定
に
伴
っ
て
追
加
さ
れ
た

常
用
漢
字
の
音
訓
お
よ
び
「
付
表
の
語
」
に
つ
い
て

の
、
学
校
教
育
で
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
文
部

科
学
省
の
通
知
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

追
加
音
訓
等
の
取
扱
い
は
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
。
な
お
、
平
成
二
十
三

年
度
に
お
い
て
も
、
そ
の
必
要
性
や
使
用
頻
度

等
を
勘
案
し
、
児
童
生
徒
や
地
域
の
実
態
等
に

応
じ
て
、
適
宜
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

こ
れ
を
受
け
、
平
成
二
十
四
年
度
用
の
小
社
小
学

校
「
国
語
」
教
科
書
で
は
、
漢
字
の
音
訓
追
加
に
合

わ
せ
、
教
材
末
漢
字
欄
で
提
示
す
る
読
み
方
を
追
加

す
る
と
と
も
に
、
教
材
本
文
中
の
表
記
を
改
め
て
お

り
ま
す
。
追
加
さ
れ
た
音
訓
お
よ
び「
付
表
の
語
」の
、

教
科
書
で
の
初
出
箇
所
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
こ

「
常
用
漢
字
表
」改
定
に
伴
う
措
置
と
教
科
書
体
に
関
す
る
ご
質
問
に
つ
い
て

学
年

漢
字

追
加
音
訓

提
出
箇
所

学
年

漢
字

追
加
音
訓

提
出
箇
所

１

中

ジ
ュ
ウ

二
年
上
38
ペ
ー
ジ

４

側

が
わ
※

四
年
下

109
ペ
ー
ジ

３

委

ゆ
だ
ね
る

三
年
下
41
ペ
ー
ジ

４

要

か
な
め

四
年
上
46
ペ
ー
ジ

３

育

は
ぐ
く
む

三
年
上

115
ペ
ー
ジ

４

類

た
ぐ
い

四
年
上
27
ペ
ー
ジ

３

館

や
か
た

三
年
上
36
ペ
ー
ジ

５

応

こ
た
え
る

五
年
35
ペ
ー
ジ

３

全

す
べ
て

三
年
上
59
ペ
ー
ジ

５

混

こ
む

五
年

100
ペ
ー
ジ

３

速

は
や
ま
る

三
年
下
97
ペ
ー
ジ

５

務

つ
と
ま
る

五
年

187
ペ
ー
ジ

３

他

ほ
か

三
年
下

110
ペ
ー
ジ

６

私

わ
た
し

六
年

101
ペ
ー
ジ

３

放

ほ
う
る

三
年
下
86
ペ
ー
ジ

６

創

つ
く
る

六
年
42
ペ
ー
ジ

４

関

か
か
わ
る

四
年
上
27
ペ
ー
ジ

真
面
目

ま
じ
め

四
年
下
51
ペ
ー
ジ

※
「
側
」
は
、「
か
わ
」
か
ら
「
が
わ
」
へ
の
訓
の
変
更
で
す
。



中
　チュウ

★ジュウ

　なか

委
　イ

★ゆだねる

育
　イク

　そだつ

　そだてる

★はぐくむ

館
　カン

★やかた

全
　ゼン

　まったく

★すべて

速
　ソク

　はやい

　はやめる

★はやまる

他
　タ

★ほか

放
　ホウ

　はなす

　はなつ

　はなれる

★ほうる

中
　チュウ

★ジュウ

　なか

委
　イ

★ゆだねる

育
　イク

　そだつ

　そだてる

★はぐくむ

館
　カン

★やかた

全
　ゼン

　まったく

★すべて

速
　ソク

　はやい

　はやめる

★はやまる

他
　タ

★ほか

放
　ホウ

　はなす

　はなつ

　はなれる

★ほうる

関
　カン

　せき

★かかわる

側
　ソク

★がわ

要
　ヨウ

★かなめ

類
　ルイ

★たぐい

真面目 　

★まじめ

▼①〜⑧の□には、同じ漢字が入ります。読み方を

ヒントにして、当てはまる漢字を答えましょう。

① 決定は、
い

員長の考えに
ゆだ

ねる。

② 

た

者から、
ほか

の意見も聞きたい。

③ この本の
なか

には、世界
じゅう

の話がある。

④ 花を
そだ

てて、ゆたかな気持ちを
はぐく

む。

⑤ 

ぜん

国大会に、
すべ

ての都道府
ふ

県が参
さん

加
か

する。

⑥ だんだんと車の
そく

度が
はや

まる。

⑦ 図書
かん

で、ぶしの
やかた

について調べる。

⑧ 

ほう

課
か

後の校庭で、ボールを
ほう

る。

▼次の──線部の読み方を確
たし

かめましょう。

① 一日中、楽しい気持ちで過
す

ごす。 ［　　　　　］

② 全ての人が意見を言う。 ［　　　　　］

③ 親鳥がひなを育む。 ［　　　　　］

④ 類いまれな才能
のう

だ。 ［　　　　　］

⑤ 決定を人に委ねる。 ［　　　　　］

⑥ うさぎの世話に関わる。 ［　　　　　］

⑦ 他に用意するものはないか確かめる。  ［　　　　　］

⑧ ボールを遠くに放る。 ［　　　　　］

⑨ 車の速度が速まる。 ［　　　　　］

⑩ 外側から色をぬっていく。 ［　　　　　］

⑪ 古い館について調べる。 ［　　　　　］

⑫ かれはチームの要だ。 ［　　　　　］

⑬ 真面目に取り組む。 ［　　　　　］

漢字の練習　 四年生   　　［　　　　　　　　　　］ 名
前

漢字の練習　 五年生①   　［　　　　　　　　　　］ 名
前

　★は、新しい

読み方じゃ。覚
おぼ

えよう。

　★は、新しい読み

方じゃ。覚えよう。



中
　チュウ

★ジュウ

　なか

委
　イ

★ゆだねる

育
　イク

　そだつ

　そだてる

★はぐくむ

館
　カン

★やかた

全
　ゼン

　まったく

★すべて

速
　ソク

　はやい

　はやめる

★はやまる

他
　タ

★ほか

放
　ホウ

　はなす

　はなつ

　はなれる

★ほうる

関
　カン

　せき

★かかわる

側
　ソク

★がわ

要
　ヨウ

★かなめ

類
　ルイ

★たぐい

応
　オウ

★こたえる

混
　コン

　まじる

　まざる

　まぜる

★こむ

務
　ム

　つとめる

★つとまる

真面目 　

★まじめ

中
　チュウ

★ジュウ

　なか

委
　イ

★ゆだねる

育
　イク

　そだつ

　そだてる

★はぐくむ

館

 　カン

★やかた

全
　ゼン

　まったく

★すべて

速
　ソク

　はやい

　はやめる

★はやまる

他
　タ

★ほか

放
　ホウ

　はなす

　はなつ

　はなれる

★ほうる

関
　カン

　せき

★かかわる

側
　ソク

★がわ

要
　ヨウ

★かなめ

類
　ルイ

★たぐい

真面目 　

★まじめ

▼次の──線部の読み方を確かめましょう。

① 一日中、楽しい気持ちで過ごす。 ［　　　　　］

② 古い館について調べる。 ［　　　　　］

③ 親鳥がひなを育む。 ［　　　　　］

④ 他に用意するものはないか確かめる。  ［　　　　　］

⑤ 全ての人が意見を言う。 ［　　　　　］

⑥ 車の速度が速まる。 ［　　　　　］

⑦ 決定を人に委ねる。 ［　　　　　］

⑧ ぼくに委員長が務まるか心配だ。 ［　　　　　］

⑨ うさぎの世話に関わる。 ［　　　　　］

⑩ 朝は電車が混む。 ［　　　　　］

⑪ かれはチームの要だ。 ［　　　　　］

⑫ 類いまれな才能だ。 ［　　　　　］

⑬ 期待に応える。 ［　　　　　］

⑭ 外側から色をぬっていく。 ［　　　　　］

⑮ ボールを遠くに放る。 ［　　　　　］

⑯ 真面目に取り組む。 ［　　　　　］

▼──線部を、漢字を使って書きましょう。

① 決定は、先生にゆだねる。 ［　　　　　］

② 二人の友情
じょう

をはぐくむ。 ［　　　　　］

③ すべての人の意見を聞く。 ［　　　　　］

④ 電車の速度がはやまる。 ［　　　　　］

⑤ ボールを遠くにほうる。 ［　　　　　］

⑥ 話し合いにかかわる。 ［　　　　　］

⑦ たぐいまれな作品だ。 ［　　　　　］

⑧ まじめに練習する。 ［　　　　　］

▼同じ記号には、同じ漢字が入ります。それぞれの

記号に入る漢字を考えましょう。

・世界●の博物■で◎びたい。

・この★に重▲なことはありますか。

・●◎校の向かい◆に、古い■がある。

・かれはチームの▲だ。

・★人には、知られたくない◆面がある。

◎＝［　 学　 ］●＝［　  　　］■＝［　　  　］

★＝［　　  　］▲＝［　  　　］◆＝［　　  　］

漢字の練習　 六年生①   　［　　　　　　　　　　］ 名
前

漢字の練習　 五年生②   　［　　　　　　　　　　］ 名
前

　★は、新しい読み

方じゃ。覚えよう。 　★は、新しい読み

方じゃ。覚えよう。



平成24年度用教科書　訂正箇所のお知らせ

　平成24年度用１〜４年上巻および５･６年教科書では，「常用漢字表」改定に伴う表記の
変更に加え，平成23年度から以下の箇所を訂正しております。校内の先生方でご確認のうえ，
ご指導の際には，十分ご留意くださいますよう，お願いいたします。
　なお，「常用漢字表」改定に伴う表記の変更につきましては，本誌24・25ページをご参
照ください。

▼①〜⑫の□には、同じ漢字が入ります。読み方を

ヒントにして、当てはまる漢字を答えましょう。

① 決定は、□
い

員長の考えに□
ゆだ

ねる。 ［　　　　　］

② □
そく

面図は、たなの右□
がわ

に置いてある。 ［　　　　　］

③ 花を□
そだ

てて、豊かな気持ちを□
はぐく

む。 ［　　　　　］

④ 図書□
かん

で、武士の□
やかた

について調べる。 ［　　　　　］

⑤ □
ぜん

国大会に、□
すべ

ての都道府県が参加する。 ［　　　　　］

⑥ だんだんと車の□
そく

度が□
はや

まる。 ［　　　　　］

⑦ □
ほう

課後の校庭で、ボールを□
ほう

る。 ［　　　　　］

⑧ 重要な任□
む

が□
つと

まるか心配だ。 ［　　　　　］

⑨ □
かん

係のない話には□
かか

わらない。 ［　　　　　］

⑩ 書□
るい

に、□
たぐ

いまれな案が書かれている。 ［　　　　　］

⑪ □
おう

えんする人の期待に□
こた

える。 ［　　　　　］

⑫ 電車が□
こ

んでいて、□
こん

乱
らん

する。 ［　　　　　］

▼次の──線部を漢字で書きましょう。

① ほかに意見はありませんか。 ［　　　　　］

② 日本じゅうの昔話を集める。 ［　　　　　］

③ かれは守備のかなめだ。 ［　　　　　］

④ いつでもまじめに話を聞く。 ［　　　　　］

漢字の練習　 六年生②   　［　　　　　　　　　　］ 名
前

　★は、新しい読み

方じゃ。覚えよう。

学年 ページ 行 23年度 24年度

3年 84 手紙例 大田 あすか 大田あすか

85 はがき・封書 山下 のりこ 山下のりこ

127 2段目2〜3 むすび むすびのあいさつ

5年 7 1段目
17 〜 21

すいせんするときは、その事物
や人物について十分調べ、そ
のよさを整理し、求められてい
ることを考えたうえで、すいせ
んしたい点をまとめる必要があ
る、など。

すいせんするときは、求められ
ていることを考えたうえで、そ
の事物や人物について十分調
べ、そのよさを整理し、すいせ
んしたい点をまとめる必要があ
る、など。

28 下段写真 バイカウツギからウツギの写真
へ変更。

36 下6 鳴・信・動 鳴・信・林

53 上1 祗園精舎 祇園精舎

99 下11 挙げられているほかに、 挙げられているものの他に、

100 欄外 （挿入） 混み合う
※「常用漢字表」改定に伴い、
新出音訓として抽出する語に
変更が生じたため。これに伴
い、「混雑」の「混」に付した
白丸を削除する。

123 書名 河
か わ い

合雅
まさ

雄
お

の動物記 河
か わ い

合雅
まさ

雄
を

の動物記

129 5 八十五か所 八百五十か所

140 グラフ内 1人1日当たり 一人1日当たり

176 下13 宝
たから

たから

6年 32･33 罫線（青） ※対応する各文末から伸ばす
よう、位置の修正を行う。

185 6段目4 ピアニカ リコーダー

217 筆者名 河
か わ い

合雅
まさ

雄
お

河
か わ い

合雅
まさ

雄
を

230 筆者名 河
か わ い

合雅
まさ

雄
お

河
か わ い

合雅
まさ

雄
を

232 17･18 孵化 羽化

233 10 孵化 羽化

中
　チュウ

★ジュウ

　なか

委
　イ

★ゆだねる

育
　イク

　そだつ

　そだてる

★はぐくむ

館
　カン

★やかた

全
　ゼン

　まったく

★すべて

速
　ソク

　はやい

　はやめる

★はやまる

他
　タ

★ほか

放
　ホウ

　はなす

　はなつ

　はなれる

★ほうる

関
　カン

　せき

★かかわる

側
　ソク

★がわ

要
　ヨウ

★かなめ

類
　ルイ

★たぐい

応
　オウ

★こたえる

混
　コン

　まじる

　まざる

　まぜる

★こむ

務
　ム

　つとめる

★つとまる

真面目 　

★まじめ


